
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４個のコーナーブロックと、２個のコーナーブロックを連結する４枚のパネルあるいは
カバーとを有し、前記各々のコーナーブロックが上側板と下側板とをリブを形成する垂直
隔板によって組み立てたものであり、前記上側板がキャビネットのフレームにコーナーブ
ロックを固定する手段を有し、前記下側板がコーナーブロックを設置面に固定する手段を
有し、さらに、コーナーブロックの角部を形成する外側面が前記パネルをその面に固定す
る手段を備えたキャビネット類を支持するベースにおいて、
　前記下側板（１７）が少なくとも１つのブロック（１、２、３、４）を設置面に固定す
るための開口部（３０、３１）を有し、この開口部（３０、３１）にブロック（１、２、
３、４）の外側面（２４、２５）のすくなくとも１の外側の自由面側から接近可能であり
、その軸（Ｘ）が前記外側面（２４、２５）のある面（Ｑ、Ｔ）に対して傾斜し、固定作
業を容易にするようになっていることを特徴とする支持ベース。
【請求項２】
　前記下側板（１７）は、ブロック（１、２、３、４）のそれぞれ外側面（２４、２５）
側から接近可能な２つの開口部（３０、３１）を有することを特徴とする請求項１に記載
の支持ベース。
【請求項３】
　前記ブロック（１、２、３、４）の外側面のある平面（Ｑ、Ｔ）に対する前記固定軸（
Ｘ）の傾斜角が約２０゜であることを特徴とする請求項１または２のいずれかの項に記載
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の支持ベース。
【請求項４】
　前記開口部（３０、３１）が下側板（１７）に形成された突出部に設けられていること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれかの項に記載の支持ベース。
【請求項５】
　前記ブロック（１、２、３、４）の外側面（２４、２５）側からハンドリングバーある
いはスリングワイヤが挿入されるすくなくともひとつの開口部（３４）を背部隔壁（２０
）に有することを特徴とする請求項１または４のいずれかの項に記載の支持ベース。
【請求項６】
　前記背部隔壁（２０）がブロック（１、２、３、４）の外側面（２４、２５）のす な
くとも一方と４５゜の角度βをなす平面（ｗ）を含み、バーまたはスリングワイヤが外側
面（２４、２５）から垂直に挿入されるのを許容する偏平な開口部（３４）を有すること
を特徴とする請求項５に記載の支持ベース。
【請求項７】
　上側板、下側板（１６、１７）の外側縁（１６ａ、１６ｂ、１７ａ、１７ｂ）にそって
その内側端部（ａ、ｂ）から前記縁の長さの１／３だけ延びる外側隔壁（１８、１９）を
有し、前記開口部（３０、３１）および開口部（３４）への外側からの接近が許容される
ようになっていることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかの項に記載の支持ベース。
【請求項８】
　前記背部隔壁（２０）に外側隔壁（１８、１９）を連結する２つの中間隔壁を有するこ
とを特徴とする請求項 に記載の支持ベース。
【請求項９】
　前記外側隔壁（１８、１９）は、支持ベース（Ｓ、Ｒ）を並列させた場合に隣り合う２
つのブロック（４、５０；３、５１）の間を連結する中間ブロック（４２）に固定する手
段（３８、３９、４０、４１）を有することを特徴とする請求項 に記載の支持ベース。
【請求項１０】
　前記上側板、下側板（１６、１７）は、三角形状を有し、背部隔壁（２０）によって、
その内側縁（１６ｃ、１７ｃ）が接続されることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか
の項に記載の支持ベース。
【請求項１１】
　断面Ｌ字型の隅角隔壁（２７）を有し、この隅角隔壁（２７）が前記上、下側板（１６
、１７）のそれぞれ角部（ｃ、ｄ）を連結し、前記２つの開口部（３０、３１）が中間隔
壁（２１、２２）と、隅角隔壁（２７）の間に位置することを特徴とする請求項２乃至１
０のいずれかの項に記載の支持ベース。
【請求項１２】
　前記上側板、下側板（１６、１７）と垂直隔壁（１８、１９、２１、２２）が、金属板
を切断し曲げ加工により形成され、その縁（１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１７ａ、１７ｂ、
１７ｃ）が隔壁の縁に固着されることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかの項に記
載の支持ベース。
【請求項１３】
　前記上側板、下側板（１６、１７）がそれぞれ開口部（５５、５６）を有し、内側縁（
１６ｃ、１７ｃ）から延出する耳部（５７、５８）が形成され、これらの耳部は、それぞ
れ位置決め要素を有することを特徴とする請求項１乃至１２のいずれかの項に記載の支持
ベース。
【請求項１４】
　１２本の中空枠（ｐ）が平行六面対をなすように連結されたフレーム（Ｃ）を有し、前
記フレーム（Ｃ）のコーナ部（５、６、７、８）にそれぞれ請求項１乃至１３のいずれか
の項に記載の支持ベースのコーナブロック（１、２、３、４）が取り付けられたことを特
徴とするキャビネット。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、支持ベースに係り、特に、電気回路および／または電気機器等のハウジングを
なすキャビネットあるいはケースを支持するベースに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の支持ベースは、４個のコーナーブロックと、２個のコーナーブロックを連
結する４枚のパネルあるいはカバーとを有し、前記各々のコーナーブロックが上側板と下
側板とをリブを形成する垂直隔板によって組み立てたものであり、前記上側板がキャビネ
ットのフレームにコーナーブロックを固定する手段を有し、前記下側板がコーナーブロッ
クを設置面に固定する手段を有し、さらに、コーナーブロックの角部を形成する外側面が
前記パネルをその面に固定する手段を備えている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
最も普及している支持ベースは、コーナーブロックの内側エッジに沿って設けられた設置
面固定手段を有している。コーナーブロックの内側エッジに設けられるのは、美観を考慮
してのことであり、このため、これらの固定手段には、支持ベースの外側からは扱い難く
、支持ベースを設置面に固定する前にキャビネットを支持ベースに固定してしまうと据え
付け作業が困難になる。この状況では、据え付け作業を遂行するには、本来の据え付け作
業をする前に、位置決め、整地、穴掘りなどの一連の作業を余儀なくされる。
【０００４】
また、この種の支持ベースの欠点は、十分な剛性を有しないという事実にもある。このこ
とは、特に、複数のキャビネットを支持するために、支持ベースに並列させて取り付ける
場合に顕在化する。さらに、この種の支持ベースの欠点は、キャスター、パレット搬送装
置、吊り具（この取り扱い作業は、現在のところキャビネットの上から行なわれる）、棒
、キャスター付の搬送キットなどの普通用いられる取り扱い手段を汎用的に利用できない
点にもある。
【０００５】
このような支持ベースについては、フランス特許第２，６７２，７４１号に記載されてい
る。これには、さらに、コーナー部の脚は、複雑な形状のために製作コストが高い問題が
ある。
【０００６】
そこで、本発明の目的は、前記従来技術の有する問題点を解消し、キャビネットを並列設
置するときの機械的強度、取り扱い易さ、柔軟性にすぐれ、さらには、シンプルなデザイ
ンで製作コストの点で有利な電気製品キャビネット類の支持ベースを提供することにある
。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
前記の目的を達成するために、本発明は、４個のコーナーブロックと、２個のコーナーブ
ロックを連結する４枚のパネルあるいはカバーとを有し、前記各々のコーナーブロックが
上側板と下側板とをリブを形成する垂直隔板によって組み立てたものであり、前記上側板
がキャビネットのフレームにコーナーブロックを固定する手段を有し、前記下側板がコー
ナーブロックを設置面に固定する手段を有し、さらに、コーナーブロックの角部を形成す
る外側面が前記パネルをその面に固定する手段を備えたキャビネット類を支持するベース
において、前記下側板が少なくとも１つのブロックを設置面に固定するための開口部を有
し、この開口部にブロックの外側面のすくなくとも１の外側の自由面側から接近可能であ
り、その軸が前記外側面のある面に対して傾斜し、固定作業を容易にするようになってい
ることを特徴とするものである。
【０００８】
本発明によれば、前記下側板は、ブロックのそれぞれ外側面側から接近可能な２つの開口
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部を有する。
【０００９】
また、前記ブロックの外側面のある平面に対する前記固定軸の傾斜角が約２０゜であるこ
とを特徴とする。
【００１０】
本発明では、前記開口部は下側板に形成された突出部に設けられる。
【００１１】
さらに、本発明によれば、前記ブロックの外側面側からハンドリングバーあるいはスリン
グワイヤが挿入されるすくなくともひとつの開口部を背部隔壁（２０）に有することを特
徴とする。
【００１２】
さらに、本発明によれば、前記背部隔壁がブロックの外側面のすなくとも一方と４５゜の
角度βをなす平面を含み、バーまたはスリングワイヤが外側面から垂直に挿入されるのを
許容する偏平な開口部を有することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明によれば、 板の外側縁の内側端部から前記縁の長さの１／３
だけ延びる外側隔壁を有し、前記開口部および開口部への外側からの接近が許容されるよ
うに構成される。
【００１４】
前記背部隔壁に外側隔壁を連結する２つの中間隔壁を有する。
【００１５】
また、前記外側隔壁は、支持ベースを並列させた場合に隣り合う２つのブロックの間を連
結する中間ブロックに固定する手段を有する。
【００１６】
　前記上 、下側板は、三角形状を有し、背部隔壁によって、その内側縁が接続される
。
【００１７】
　本発明の支持ベースは、また、断面Ｌ字型の隅角隔壁を有し、この隅角隔壁が前記上

、下側板のそれぞれ角部を連結し、前記２つの開口部が中間隔壁と、隅角隔壁の間に位
置することを特徴とする。前記上 、下側板と垂直隔壁が、金属板を切断し曲げ加工に
より形成され、その縁が隔壁の縁に固着される。
【００１８】
　また、本発明によれば、前記上 、下側板がそれぞれ開口部を有し、内側縁から延出
する耳部が形成され、これらの耳部は、それぞれ位置決め要素を有することを特徴とする
。
【００１９】
さらに、本発明によるキャビネットは、１２本の中空枠が平行六面対をなすように連結さ
れたフレームを有し、前記フレームのコーナ部にそれぞれ前記の構成の支持ベースのコー
ナブロックが取り付けられたことを特徴とする。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態について添付の図面を参照して説明する。
図１において、符号Ｃで表わされるのが電気器具用キャビネットのフレームであり、この
図では、フレームＣの底部だけが表わされている。このフレームＣは、本発明による支持
ベースＳの上に取り付けられるものである。このフレームＣは、１２本の中空の枠Ｐから
なるもので、この枠Ｐは、長さ方向の２本の部材Ｉと２本の幅方向の部材ｔによって形成
される水平枠によってその上下両端部が連結されるものである。本発明の支持ベースＳは
、基本的に、前記フレームＣの角部５、６、７、８が着座する４個のコーナーブロック１
、２、３、４と、これらのコーナブロックを２個ずつ連結する４枚のパネル９、１０、１
１、１２と、隣り合うパネル（９、１０）；（１０、１１）；（１１、１２）；（１２、
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９）の両端部を連結する４個の角部材１３、１４、１５、１６とから構成される。
【００２１】
　図３および図５乃至図１１に本発明によるコーナーブロックの一実施形態を示す。この
コーナーブロックは、二枚の水平な 板１６、 １７からなり、これらの 板１
６、 １７は、略３角形の形状を有するもので、垂直隔壁１８乃至２２によって連結
されている。このコーナーブロックの外側垂直面２４、２５は、その一部が外側隔壁１８
、１９によって形作られており、この外側隔壁１８、１９は、 １６、 １７の
外側縁１６ａ、１７ａおよび１６ｂ、１７ｂを連結する。そして、外側垂直面２４、２５
の幅は、外側縁にそってその端部ａ、ｂからは始まって、外側縁全体の１／３程度を有す
る。
【００２２】
　各々コーナーブロック１の内側面側２６の中央部は、垂直な内側隔壁２０によって形作
られており、この内側隔壁２０は、 板１６、 １７の各々の内側縁１６ｃ、１７
ｃを連結する。また、この内側隔壁２０の幅は、内側縁１６ｃ、１７ｃの長さの１／２程
度を有する。この内側隔壁２０は、前述した外側隔壁１８、１９とそれぞれ２つの中間隔
壁２１、２２を介して連結されている。また、 板１６、 １７は、その角部ｃ、
ｄにおいて、断面形状Ｌ字形の隅角隔壁２７によって連結されている。
【００２３】
　このように上下２枚の １６、 １７と、隔壁１８乃至２２とによって構成さ
れるコーナーブロック１は、隅角隔壁２７を除いて、一枚の金属板を切断して、図９、図
１０に示すように、曲げ加工によって形成される。 板１６、 １７は隔壁に対し
て好ましくは溶接により固着されるものである。
【００２４】
　図３、５、６、７および図１１に示めされるように、それぞれのコーナーブロックの

板１７は、固定用の開口部３０、３１を有する。この開口部３０、３１は、中間隔壁２
１、２２の各々と、隅角隔壁２７との間に位置するもので、外側面２４、２５の外側から
接触可能になっている。本発明の実施形態によれば、これらの開口部３０、３１は、
板１７において、外側縁１７ａ、１７ｂに近い位置で開口する孔である。これらの孔は、
突出部３２、３３を有し、その上面Ｐは、図１１に示すように水平面ｖと約２０゜の角度
αをなす。この角度αは、開口部３０、３１の中心軸である固定軸Ｘと、外側面２４、２
５がある平面Ｑとのなす角に対応するようになっている。
【００２５】
添付の図面に示すように、背部隔壁２０は、当該コーナーブロック１の外側面２４、２５
のある面Ｑ、Ｔと、４５゜の角度をなす平面ｗ上にあるもので、水平方向に偏平な形状の
開口部３４がその高さ中央位置に形成されている。この開口部３４は、コーナーブロック
１の外側面２４、２５の外側から接触可能なようになっていて、外側面２４、２５の各々
垂直な２面のうち、外側に面する自由面としての面３５、３６の間から挿入されるハンド
リングバー（図示せず）を受容できるように設計されている。外側隔壁１８、１９は、そ
れぞれ、当該コーナーブロックを中間連結ブロック４２（図４）を固定するための開口部
３８、３９、４０、４１を有する。中間連結ブロック４２は、図１２に示すように、ニ台
の支持ベースＳ、Ｒが並列ハイツされるときに、剛性を高めるために用いられる。これら
の連結ブロック４２は、互いに平行な端面４３、４４を有し、これらの端面４３、４４は
それぞれ隣り合うブロックの外側隔壁に対向するようになっている。端面４３、４４は、
それぞれ固定用開口部４５、４６を有し、そのサイズと位置は、外側隔壁１８、１９の開
口３８、３９、４０、４１に対応するようになっている。
【００２６】
垂直な隔壁１８、１９、２１、２２、２７は、背部隔壁２０を除いて、開口部４７を有す
る。この開口には、クリップ４８が取り付けられ、このクリップ４８は、パネル１０の内
側壁に形成された適当な形状のグルーブ４９が係合し、これによって、パネル１０をブロ
ックに固定することができる。
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【００２７】
　 板１６と、 板１７はともにその中央部分に矩形状の開口部５５、５６をする。
これらの 板１６、 １７の縁部１６ｃ、１７ｃからは、耳部５７、５８が垂直に
延出し、この耳部５７、５８は、それぞれその上面から位置決めスタッド５９が突出形成
されるとともに、このスタッド５９の直径よりもわずかに大きな開口部６０が形成されて
いる。矩形状の開口部５５は、上側板１６に設けられ、直接ブロックがフレームＣに固定
され、また、他のブロックを重ねることができる。下側板１７に設けられる開口部５６は
、その下のブロックにさらに固定するため、あるいは、キャスター付の搬送キットにブロ
ックを取り付けるためのものである。スタッド５９、開口部６０は、重ね合せたブロック
の相対的な位置を決めるためのもので、回転して重ね合せ位置がずれるのを防止する。
【００２８】
　耳部５７、５８は、背部隔壁２０に切欠５７ａ、５８ａを形成することによって 板
１６、 １７と同じ平面になるまで曲げて折曲形成されるものである。
【００２９】
次に、以上のように構成される支持ベースの使用について、添付図面を参照して説明する
。
まず、取り付けるキャビネットには、あらかじめ支持ベースＳのブロック１、２、３、４
を取り付けておいてもよいし、支持ベースを取り付けずに設置場所に運びいれてもよい。
前者の場合、支持ベースＳは、パレットおよびフォークリフト、パレット搬送装置等で取
り扱うためのキットとして利用できる。また、この組立は、玉掛ワイヤ、あるいは、長さ
方向あるいは幅方向で２つづつブロックを連結する２本のバーなどの手段によっても取り
扱うことができる。したがって、本発明の支持ベースＳは、キャスター、パレット搬送装
置、フォークリフト、玉掛ワイヤ、バー、取り外しキット、キャスターを下側板１７の矩
形状の開口５５に取り付けた搬送キットなど種々の手段を用いてハンドリング、搬送をす
ることができる。
【００３０】
上にフレームＣを取り付けた支持ベースＳは、下側板１７の開口部３０、３１を通して地
面に穴をほって、外側面２４、２５側から固定部材を開口部３０、３１に挿入するように
して設置することができる。そのあとで、ケーブルがブロック１、４およびブロック２、
３の間を通して、キャビネットの組立が修了する。このように、従来にくらべて設置する
前に諸作業を省くことができる。
【００３１】
さらに、４つのブロックを第１の支持ベースＳのブロック１乃至４にに重ねて取り付ける
ことで多段の支持ベースを構成することができる。支持ベースは、簡易に１００ｍｍの高
さピッチでモジュール化することができる。
【００３２】
同様に、支持ベースＳ、Ｒのように、長さ方向に支持ベースを並列し、複数のキャビネッ
トを支持することもできる。この場合、図１２に示すように、図４に示めされるように、
中間ブロック４２が、それぞれ隣合うブロック４、５０および３、５１に対向面４３、４
４で固定され、これにより強度を強化することができる。また、キャビネットを並列して
連結する部品を少なくして取り扱いを簡易にする。
【００３３】
パネル９乃至１２を連結するコーナ部品１３乃至１６と、隣り合うパネル１０、６４、お
よび１２、６５を連結する中間パネル６２、６３によって、並列したキャビネットの支持
ベースＳ、Ｒは、図１２に示めされるように、全体として隙間ないプラスチックあるい金
属の枠体カバーとして組み立てられる。
【００３４】
本発明は、固定するに際して、その効率を向上させる。実際、パレットや支持ベースの分
離アッセンブリなどを取り外す作業をなくすことができる。
【００３５】
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さらに、４個のブロックによって構成される支持ベースは、標準品として提供される。
【００３６】
本発明の実施形態は、例示であってそれに限定されるものではない。他のカバーの固定部
材として、他のより簡易なものを用いることができる。
【００３７】
本発明は、箱、机、戸棚などの支持体しして、電気器具の支持ベース以外にも適用可能で
ある。また、本発明は、技術思想として技術的に均等な手段を含むことはもちろんである
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る支持ベース上に取り付けられるキャビネットのフレームを示す組み
立て分解図。
【図２】本発明に係る支持ベースのパネルを示す斜視図。
【図３】本発明の実施形態に係る支持ベースのコーナーブロックを示す斜視図。
【図４】２個の隣り合うコーナーブロックを連結する中間ブロックを示す斜視図。
【図５】図３を詳細に示す斜視図。
【図６】図５におけるＦから見た側面図。
【図７】図６におけるＡ－Ａ断面図。
【図８】図９におけるＧから見た側面図。
【図９】図５における上面図。
【図１０】図９におけるＢ部を詳細に示す図。
【図１１】図７のｃに沿った断面図。
【図１２】本発明による支持ベースを並列に接続し、その上にキャビネットのフレームを
取り付ける態様を示す組立分解図。
【符号の説明】
１乃至４　コーナーブロック
１６　上側板
１７　下側板
２０　背部隔壁
２１　中間隔壁
２２　中間隔壁
２４　外側面
２５　外側面
３０　開口部
３１　開口部
３４　開口部
４２　中間ブロック
Ｓ、Ｒ　支持ベース
Ｃ　フレーム
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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